
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

編集発行／社会福祉法人 東吾妻町社会福祉協議会 
 
〒377-0802 東吾妻町大字川戸２３３番地１ 

         ℡0279-68-2772 FAX0279-68-0051 

ホームページ http://higashiaga-shakyo.jp 

第２７号 
令和７年１月２０日発行 

この広報誌は、赤い羽根募金の助成を受けて発行しています。 

東吾妻町みんなの居場所 

「とまり木プロジェクト 東吾妻町みんなの居場所」は、だれでも気軽にお茶飲みやおしゃべりができる心の拠

り所です。（関連記事Ｐ３をご覧ください。） 

 



    

 
社協だより

          

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
年
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す

 

常
日
頃
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て

多
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す

 

 

昨
年
の
元
日

震
度
７
の
地
震
に
見
舞

わ
れ
た
石
川
県
能
登
半
島
で
は

９
月
に

発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
再
び
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た

自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
痛
感
し

防
災
対
策
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す

本
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
全
社
協
や
石
川
県
社
協
か

ら
の
要
請
に
よ
り

災
害
時
応
援
派
遣
協

定
に
伴
い

県
社
協
を
通
じ
て
被
災
地
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ

ア
セ
ン
タ

へ
職
員

を
派
遣
し

復
興
の
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た

 

ま
た

円
安
や
イ
ン
フ
レ
の
加
速

エ

ネ
ル
ギ

価
格
の
高
騰
な
ど
が
重
な
り

物
価
は
急
激
に
上
昇
し
ま
し
た

さ
ら
に

少
子
高
齢
化
が
加
速
し

生
活
困
窮
や
孤

独
・
孤
立
を
引
き
起
こ
す
な
ど

私
た
ち

の
地
域
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は

一
層
深
刻
化
し
て
い
き
ま
す

こ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て

地
域
全
体
で
見
守
る

体
制
づ
く
り
や
助
け
合
い
の
精
神
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す

本
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
地
域
で
支
え
合
え
る
仕
組

み
の
構
築
へ
向
け
て
住
民
と
一
体
と
な

り

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す

 

介
護
保
険
事
業
に
お
き
ま
し
て
は

昨

年
度

デ
イ
サ

ビ
ス
セ
ン
タ

水
仙

と

す
こ
や
か
セ
ン
タ

福
寿
草

を
閉

鎖
し

昨
年
４
月
か
ら
町
営

特
別
養
護

老
人
ホ

ム
い
わ
び
つ
荘

の
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
を
開
始
し
ま
し
た

運
営

当
初
は
入
所
者
定
員
56
名
に
対
し
38
名

と
い
う
状
況
で
し
た
が

23
名
の
新
規

入
所
者
を
受
け
入
れ

現
在
は
50
名
の

入
所
者
と
30
名
程
の
入
所
待
機
者
を
抱

え
る
状
態
と
な
り
ま
し
た

引
き
続
き

入
所
者
様
の
安
全
を
第
一
に

安
心
で
き

る
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

 

本
年
も
役
職
員
一
同

地
域
社
会
が
支

え
合
い

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し

精
進
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す

る
と
と
も
に

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

 

会長 髙 眞

                             
町から 10 名が受賞 

群馬県社会福祉功労者表彰式 

11 月 12 日、群馬県庁昭和庁舎で令和６年

度群馬県社会福祉功労者表彰式が各部門の代表

者受領者の出席のもと、開催されました。 

この大会は、多年にわたり社会福祉の発展に

功績等のあった方々に感謝と敬意を表すること

を目的に開催されています。 

本町から左記のとおり 10 名の方が表彰され

ました。 

群馬県知事表彰 

《社会福祉事業等従事者表彰》 

  高橋 千惠子 様  蜂須賀 一夫  様 
 

群馬県社協会長表彰 

《保護司功労者表彰》 

    眞  様  
《社会福祉施設功労者表彰》  

  唐澤 貴将  様   久保 雅人  様 

高島 誠治  様   高田 千草  様 

橋爪 美和子 様 
 

《社会福祉団体役員功労者表彰》 
 大塚 伊一郎 様   橋爪 英夫  様 

群馬県老人クラブ大会 

老人クラブは、地域の高齢者が自主的に集まり、

生きがいと健康づくりのためのさまざまな活動を行

う団体です。この老人クラブ活動の発展と高齢者福

祉の向上などに多大な功績のあった県内の会員など

が 11 月 15 日ベイシア文化ホールで開催された

「令和６年度群馬県老人クラブ大会」において表彰

されました。東吾妻町老人クラブ連合会から右記の

とおり役員３名が受賞されました。 

老人クラブの発展に寄与 県老人クラブ連合会 

理事長表彰及び感謝状贈呈 
 
○永年勤続功労者受賞 

水出 榮治 様  髙平 秀三 様 

 
○県老人クラブ連合会評議員退任感謝状贈呈 

片野 幸子 様 
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「住み慣れた地域でできる限り長く暮らしたい」とだれもが願うはずです。そのためには自

身の健康維持はもちろん、地域住民との日頃からの助け合いや支え合いが非常に重要です。町

では地域の住民が地域づくりについて話し合う場として各地区に「協議体」という組織を

設置しています。 

各地区の協議体から"昔のように誰もが気軽に立ち寄り、お

茶を飲んだり、おしゃべりを楽しんだりできる居場所が欲し

い"という声をいただきました。 

この声を受け、住民同士の絆を深め、自然に交流できる居場

所の普及を目指しています。 

現在、太田地区の茂木つる江さんが率先して協力してくだ

さり、普及の基盤となるよう、試験的に居場所を開催していま

す。開催時には、周囲から目立つ場所に黄色い旗を掲げ、庭先

に椅子を置いて、皆さんをお待ちしています。この旗を見かけ

たら、ぜひお気軽に参加してください。次回は、同様に坂上地

区でご協力いただいている方をご紹介する予定です。 

来年度から本格的な実施を計画してますので、設置にご興

味のある方は、ぜひご連絡ください。 

問合せ先：☎68-2772 

とまり木プロジェクト

 東吾妻町みんなの居場所

茂木つる江さん（植栗） 

開催を示す黄色い旗 庭先で自由におしゃべり 

地域資源を活用して繋がる町づくり

に向けて 

介護予防と繋がり 
～地域で支え合う暮らしの工夫を学ぶ～ 

高齢化が進み、私たちの地域でも支え合いがますま

す重要になってきます。今回は、自分自身の健康増進

のスキルを学び健康寿命に役立てるとともに、地域と

の繋がりにも目を向け共に地域の未来を支える力を養

いましょう！ 

場 所 町コンベンションホール 

時 間 13:30～15:50 

第２部 〔事業説明〕

 

●説明者 
社会福祉協議会、地域包括支援センター 

〔基調講演〕 

介護予防のカギは運動にあり！ 

～毎日簡単エクササイズ～ 

第１部 

●講師  
NPO 法人ソーシャルグッド 吉田 大祐 氏 

 申込み 電話で申込みください。 電 話 ６８－２７７２ 

〆 切 １月 30 日まで 

期 日 令和７年２月５日（水） 
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代
表 

児
玉
美
代
子

 

 

昨
年
５
月
か
ら
３
か
月
に
１
回
の
予

定
で
活
動
を
開
始
し
た
サ
ロ
ン
で
す。

参
加
者
は
各
回
10
人
前
後
で
す。

こ
れ

ま
で
の
活
動
内
容
は、

保
健
師
さ
ん
に

よ
る
講
話
や
軽
い
運
動
・
脳
ト
レ。

吾

妻
警
察
署
の
お
巡
り
さ
ん
の
特
殊
詐
欺

防
止
に
関
す
る
講
話
。

今
回
は
認
知
症

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
健
康
麻
雀

を
実
施
し
ま
し
た
。

考
え
な
が
ら
手
を

動
か
す
と
同
時
に
、

お
し
ゃ
べ
り
や
笑

い
が
飛
び
交
う
賑
や
か
さ
で
し
た
。

 

 

サ
ロ
ン
を
通
し
て
地
域
の
輪
が
一
層

深
ま
り
、

見
守
り
に
つ
な
が
り、

そ
し

て
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す。

 

ふれあいサロン深沢のみなさん 

 
受付期間︓令和６年７月～１２月 

●エコキャップ・プルトップ等 

 東吾妻町立東吾妻中学校、原町赤十字病院、東吾妻町婦人会、ホンダカーズ東吾妻、㈱たくみ、飯塚商店、富沢

建具店、五町田分館、箱島公民館、関谷ボランティア、岩島地区老人クラブ連合会、なかよし会、香墨会、松の

木ふれあいサロン、上郷農園、丸山 昭、小林勝三、赤﨑たみ子、樋口順子・貴信、代田雅子、片野理絵子、青木

恵子、西山仲子、田村善稔、片貝静夫、浦野一夫、高橋茂雄、相京克彦、一場いち江 

●その他 

 

●使用済み切手 

東吾妻町職員組合青年女性部、中井千恵子 

敬称は略させていただきます。 

 
今
年
も
多
く
の
会
費
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た。

集
ま
っ
た
会
費
は、

主

に
地
域
福
祉
活
動
事
業
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す。

今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。

地区名 会員数 会費納入額 

東  地区 555 世帯 277,500 円 

太田 地区 721 世帯 360,500 円 

原町 地区 1,198 世帯 599,000 円 

岩島 地区 859 世帯 429,500 円 

坂上 地区 779 世帯 389,500 円 

合 計 4,112 世帯 2,056,000 円 

 

令和６年度 会費納入状況 

７月に実施した「社会を
明るくする運動」の個別募
金について、下記のとおり
報告します。 

皆様のご協力大変あり
がとうございました。 
 
●世帯数    4,052 戸 

●募金額  819,400 円 

社明募金 

●食料（保存食） 

リンテック㈱吾妻工場 

●車両 

池原文子 

●現金 

吾妻郡老人クラブ連合会 

●現金 日本キリスト教団吾妻教会 ●介護用品 池原文子 

令
和
６
年
12
月
５
日

木

６
日

コ
ニ
フ
ァ

い
わ
び
つ
に
お
い

て
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
保
養
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

 

 

15
名
の
参
加
者
が
あ
り、

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ

の
社
会
福
祉
士
の
指
導

に
よ
る
軽
体
操
や

体
験
な

ど
体
を
動
か
す
こ
と
で
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

 

 

夜
に
は
皆
で
食
事
を
し
な
が
ら
の
交

流
会
を
楽
し
み
ま
し
た。

 

モ
ル
ッ
ク

…

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
年
齢
や
健
康
状
態
に

関
わ
ら
ず
老
若
男
女
が
楽
し
め

る
軽
ス
ポ

ツ。

木
製
の
棒
を

投
げ
て

、

12
本
あ
る
ピ
ン
の
倒

れ
方
で
得
点
が
決
ま
る。

 

狙った場所に上手く投げられず… 

松の木ふれあいサロン、富沢たつ江、ぽこ・あ・ぽこ
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●対象：〔小学校〕町内小学校のジャージ〔中学校〕東吾妻中学校の制服、ジャージ、カバンなど

〔高 校〕県内高校の制服 〔その他〕子ども服、おもちゃなど

●場所：「ぽこ・あ・ぽこ」（原町 ）※ 時間営業のパン屋さんの中にあります。

もったいないの精神と皆さんの善意で成り立つ活動です。お気軽に、お立ち寄りください。

                                 

                                 

                                 

                                 

今年度で６回目となる「ふれあい広場」を
下記のとおり開催します。

ぜひ皆様のご来場をお待ちしております。

●日 時 令和７年３月８日（土）
午後１時 分から

●会 場 東吾妻町コンベンションホール
●内 容 福祉バザー、福祉施設展示即売、

バルーンアート、クラフト制作、
アロマハンドトリートメント、
スタンプラリー など

夏季における配分金の加算金を設けます

からの

問い合わせ：「あにまーと」 担当 土屋

不用になったもの寄付をお願いします

東吾妻中学校の制服やジャージのリユース推進のために、８年前から活動して

いる「くのいちの会」です。「高校の制服も寄付したい」「小学校のジャージはな

いの？」などのご要望にお応えして、子ども用品全般のリユースをしています。

高温状態が続く夏季において、事務整

理作業の一部を除き、配分金加算金を新

設します。

●適用期間 ６月１日～９月 日までの

間に実施する作業

●加 算 額 １時間につき 円
配分金加算金 円、事務費 円

●施 行 日 令和７年４月１日

※詳細はホームページをご覧ください。

日常生活自立支援事業とは、高齢や障害に

より日常生活に不安のある方に対し、福祉サ

ービスの利用に関する相談や金銭管理を支援

する事業です。

町社協では、この事業のサポートをしてい

ただく「生活支援員」を募集しています。ご

協力お願いします。

●支援内容 預金の払戻や各種支払い、金融

機関での手続き代行など、日常

の金銭管理の支援

●応募資格 地域での社会貢献活動に関心の

ある方。

●支援回数 月１回～２回程度

１回につき２時間程度

問い合わせ：電話

日常生活自立支援事業

ボランティアさんのちょっとしたお手伝

いが、地域で自立した日常生活を営むため

の助けや支えになっている方がいます。

以下の人員が不足しています。登録お待

ちしております。

問い合わせ：電話

●活動内容

お弁当の配達（配食支援）、病院の付き添

い、買い物代行、家事援助、移送支援など

地域で活躍する

※どれか１つの活動でも可能です。

※ご都合に合わせて活動することができます。

～お知らせ～

今年から提供いただくバザー品は、種類を限定して

集める予定です。詳細については改めてお知らせいた

しますので、皆さまのご協力をお願いいたします。 

制服・子ども用品のリユース

～お知らせ～

近年、草刈作業として引き受ける中に、背丈を超え

る雑草に覆われた現場が増加しています。持続的な運

営と会員の負担軽減策として、現場の状況により受注

をお断りする場合があります。
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